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≪パブリックコメントに対する市の回答≫　R5.3.1～R5.3.14実施分

1

≪保育園無償化に伴って入所選考基準等に対する要
望≫
　0～2歳保育園無償化について、有難いお話ではあ
りますが、現時点でも希望する保育園に入れず育休
復帰することが出来なくなったり、小規模保育園な
どに駆け込みで入園できる所を探したりで大変な方
が多いという話を聞き不安の多い中、今回の無償化
に伴って市外からの転入者も今後増えるとなると、
希望する保育園の入所が更に困難になるのではとま
すます不安が募っております。特に小牧駅周辺の中
心部は顕著になってくるのではないかとも感じてい
ます。
　そのため、下記のとおり2点要望させていただき
ます。

①入所選考にあたっては、無償化決定以前より小牧
市に住所を有している人を優先していただきたいで
す。

②地域型保育施設の新設よりも、既存保育園の0～2
歳児クラスの定員を増やしていただきたいです。

　やはり地域型保育施設はどうしても認可保育園に
比べて施設環境からして劣ってしまう部分があり
(園庭がない若しくは狭かったり、マンションの一
室だったり)、認可保育園を希望する方は自分含め
ても多いと思います。
　もともと小牧市の住みやすさに大変魅力を感じて
定住を決めた市民のひとりです。ラピオのこども未
来館も子供が大好きなのですが、最近人が増えてき
たために子供達の接触で怪我をすることも出てき
て、行きづらさを感じるようになってきてしまいま
した。
　子育て支援のさまざまな施策、大変感謝しており
ます。その反面、以前よりも窮屈に感じるように
なってきたのも事実です。小牧市民に対してもう少
し細やかにご配慮頂けると有難いなと思います。

≪①入所選考にあたって、無償化決定以前より小
牧市に住所を有している人を優先してほしい≫
　
　認可保育施設は、小牧市に居住し住民登録をし
ている就学前児童について、保護者が保育の要件
に該当し保育を必要とする場合に利用可能な施設
となります。
　利用開始時点で小牧市民であればご利用いただ
くことは可能であり、小牧市に転入された時期に
よって、利用調整の優先順位に差を設けることは
難しいと考えておりますので、ご理解をいただき
ますようお願いいたします。
　なお、入園審査にあたっては、家庭状況、保育
を必要とする時間及び要件などを総合的に判断
し、保育施設入所選考基準指数表の指数により、
優先順位の高い児童から入園調整を行っておりま
す。
  今後も引き続き、より多くの市民に「子育てし
やすいまち」「子育て支援が充実しているまち」
であることを実感いただけるよう努めてまいりま
すので、ご理解、ご協力をいただきますようお願
いいたします。

≪②地域型保育施設の新設よりも、既存保育園の
0～2歳児クラスの定員を増やしてほしい≫

　保育園の定員については、国・県の基準で子ど
も１人当たりに必要な面積が定められており、現
在の保育園の部屋数や面積では、今以上に定員を
増やすことが難しい状況です。また、保育士の不
足や保育室等の設備など、安全な保育環境を整え
る観点から、定員通りの入園が難しい状況も一部
あることなどを踏まえ、現在、保育士の確保と老
朽化した施設の建替えなどの検討を進めていると
ころです。
　地域型保育施設の整備については、0歳児から2
歳児の保育料の無償化を実施することで、保育
ニーズが掘り起こされ、待機児童の発生に繋がる
ことが想定されることから、その受け皿を確保す
るため整備を進めるものです。
　地域型保育施設は、保育園より少人数の単位で
0歳児から2歳児の子どもの保育を行う施設で、家
庭的な雰囲気の中での保育や多様なニーズに対す
るきめ細やかな対応ができるなどの特色がありま
す。
　保育の受け皿を確保することで、保護者の皆様
にとって保育サービスの選択肢の幅が広がること
を期待しておりますのでご理解いただきますよう
お願いいたします。
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